


ここにタイトル　16ﾎﾟ　明朝体
－副題があれば　16ﾎﾟ明朝体－
氏名（所属）　14ﾎﾟ明朝体

タイトルの英訳をここら辺りに　16ﾎﾟ Times New Roman
：副題があればその英訳をここに　16ﾎﾟTimes New Roman
英文氏名（英文所属）14ﾎﾟTimes New Roman

英文アブストラクト　9ﾎﾟ　 times new roman　で、130語から230語位でお書き下さい。
English abstract should be written around here.





















キーワード： 4、5個、日本語でお書き下さい。9ﾎﾟ　 明朝体
Key words : 相当する英語をすべて半角分小文字でここにお書き下さい。Times New Roman　9ﾎﾟ　


問題（又は目的）　14ﾎﾟｺﾞﾁ

　　ここから本文になります。A4用紙を用い、1頁44字41行、1段組、各所定の文章量で論文を作成して下さい｡
（1）査読付き論文： 12,000 字以上、4 万字以内、（2）論説： 12,000 字以上、4 万字以内、（3）論評： 12,000 字以内。なお、いずれも図表は 400 字に換算します。（各原稿の種類については、投稿規程第5条を必ずご確認ください。）
タイトル、氏名、図表、引用文献なども、すべてこの中に含みます。
本文は明朝体でお書き下さい。本文も引用文献も9ﾎﾟでお願いします｡
本文の英数は半角にし、Times New Roman　にして下さい。タイトル、氏名、キーワードの後、半頁ないし１頁
程度のスペースを使用して下さい。
方法　14ﾎﾟｺﾞﾁ

　目的、方法、結果、考察、引用文献の順に見出しをつけて14ﾎﾟｺﾞﾁで書き、センタリングし、上下を1行あけて下さい。

1 被験者　9ﾎﾟゴチ
のように小見出しをつけても構いません。番号は付けなくてもよいです｡
　原則として、注や参考文献は載せないで下さい。

結果　14ﾎﾟｺﾞﾁ

　表は、表の上側にタイトルを書いて下さい。
表や図の本文での説明は二重の説明にならないように、必要最小限度にして下さい。
、や，は全角にして下さい。

表1  　表のサンプル
	
	
	
	

	表内の
	文章は
	このように
	作成します。

	表に関する
	表現は
	簡潔に
	しましょう。

	表脚注は
	下の例のように
	記載します。
	


これが表の脚注です。脚注を使用しない場合には，表の下は1行あけて下さい。8ﾎﾟ







Table 2 “The degree of perceived discrepancy” and “Self-measured opinion change” about the topic“Shotgun wedding”

Degree of discrepancy　　-5　　　-4　　　-3　　  -2　　  -1　　  0　　  1　  　2　　  3　  　4　    5      
                  large discrepancy　　　　　　　　zero　　 　      large discrepancy        
N                           7      10      11     13      11     14     13     12      8      8      3
Mean opinion change         3.00    2.90    2.00    1.71    1.09    -0.14   1.54   1.67    2.10    2.00    2.00   ___________
　　　　　　　　　　　　　　英文の表の例


図は、図の下側にタイトルを書いて下さい。



図1 　 図のサンプル
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Fig.1“The degree of perceived discrepancy” and “Self-measured opinion change” about the topic“Shotgun wedding”
英文の図のサンプル
　図表は頁の片側に書き、余ったもう片方の余白に本文を書いても構いません。

考察

　  このように、実証的研究は、目的(問題)、方法、結果、考察、引用文献の順に書き、科学論文の体裁を備えていることが必要です。但し、理論研究や文献研究はその限りではありません。適宜必要な見出しをつけて下さい｡

引用文献

　  引用文献は，著者姓のアルファベット順にまとめて下さい。著者名、発行年、ジャーナル名、引用頁などの書き順･書き方は、執筆要綱を参照して下さい。フォントは9ポイントです。英数は半角にし、字体は Times New Roman を用います。英文書名、英文ジャーナル名はイタリックにします。
提出は、ワード原稿をメールに添付し、学会事務局宛てに送付して下さい。書き出し部分のフォントやレイアウト等、論文毎に大きなアンバランスがある場合、修正することがありますのであらかじめご了承下さい。
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